第１号議案

大田区訪問介護事業者連絡会

平成３１年度活動報告
１　まえがき

本会は平成22年に設立し、区内訪問介護事業所はじめ大田区や関係各所のご協力・ご賛同を頂いてこれまで活動してまいりました。
早いもので設立から10年がたちましたが、現在も100以上の事業所様にご賛同頂き活動を継続できていることに心から感謝申し上げます。
さて、平成31年度はサービス提供責任者やヘルパーの質の向上を目的とした研修会をはじめ、会員アンケート、人材確保施策、新型コロナウイルスへの対応など様々な活動を行ってまいりました。その内容についてご報告申し上げます。
２　活動報告

（1） 運営委員会の開催
運営委員による運営委員会を毎月１回程度実施しました。本連絡会の運営に関する協議や会員の意見集約、各種イベント開催に向けた準備・検討・アンケートの取りまとめ、広報活動などを行いました。

（2） 定期連絡会

平成31年度は、以下のテーマで定期連絡会を実施しました。

	
	日時
	テーマ
	参加人数

	総会・

第１回

定期連絡会
	H31.5.28
	テーマ：

「サ責の業務改善の５つの視点
　～伸ばす、育てる、わかち合う～」

ケアタウン総合研究所　高室成幸氏
	５９名

	第２回　　

定期連絡会
	R1.11.22
	テーマ：
『「訪問介護の専門性」と支援困難な事例を考える
～「物とられ妄想」「８０５０問題」をテーマに～』
横浜市福祉サービス協会南介護事務所所長 新井仁子氏
	３０名

	第3回

定期連絡会
	R2.2.19
	テーマ：

「いまだから知りたい訪問介護の使い方」
	中止


（３）会員アンケートの実施
　　　大田区との懇談会に向けた意見集約や連絡会運営に関する要望等集約を目的に、平成３１年４月に会員事業所のアンケート調査を実施しました。「事業所の課題ベスト３」「ハラスメントの現状」「大田区事業に対する意見」「連絡会の運営に関する要望」などの設問に対し、45事業所の方からご回答を頂きました。貴重なご意見をお寄せくださった事業所さまありがとうございました。アンケート結果は、当会ホームページのブログからご確認いただけます。
	


（４）大田区との懇談会

令和１年７月９日、大田区役所にて大田区福祉部と大田区訪問介護事業者連絡会との懇談会が行われました。当日は、大田区から介護保険課 大津課長をはじめ１１名が参加、連絡会からは７名が出席しました。「ハラスメント対策」「日常生活支援総合事業の運営状況」「家族介護者支援ホームヘルプサービス」「８０５０問題」「地域ケア会議の共有」などを議題にした有意義な話し合いが行われました。
（５）地域別ヘルパー向け合同研修会の実施

今年度は「認知症ケア」をテーマに、ヘルパー向けの研修会を地域別に２回実施しました。
	開催日
	開催場所
	講　師

	令和1年11月14日
	蒲田高齢者在宅サービスセンター
	東京都認知症介護指導者
特養羽田施設長 根本俊弘氏
蒲田高齢者在宅SC管理者　本田雅一氏
ﾍﾙﾊﾟｰST池上長寿園南蒲田 管理者
岩岡由美子氏

	令和1年11月26日
	新井宿特別出張所
第３会議室
	


（６）新型コロナウイルス感染症への対応に関する要望書の提出
　　新型コロナウイルス感染症拡大下でも高齢者の在宅生活・在宅介護を支え続けている訪問介護サービスの現状を鑑み、喫緊の課題に対する対処を要望しました。
　　＜要望内容＞
　　・訪問介護員増員に向けた「潜在有資格者」「他職種有資格者」への働きかけ
　　・区内訪問介護事業所における感染症発生状況の共有
　　・最前線で働く訪問介護員に対する臨時手当
　　・衛生用品等の物的支援の呼びかけ
　　・防護服配布のとりまとめ

（７）おおた介護予防応援事業評価委員会への参加

介護予防に資する事業者が利用者と一体になって行う自立・改善に向けた取り組みを評価し、結果として質の高いケアサービスを提供した事業者にインセンティブを付与する「介護予防応援評価事業」の評価委員会に当会役員が参加しました。
（８）大田区「介護のお仕事紹介パンフレット」への協力
大田区が発行している「介護のお仕事紹介パンフレット」の撮影に運営委員事業所のヘルパー５名が協力しました。
（９）大田区在宅医療連携推進協議会への加入・参加
　　　区内在宅医療体制のより一層の充実を目指すため、関係機関が一体となった連携体制の構築を目的とする「大田区在宅医療連携推進協議会」に、在宅生活の要である訪問介護の意見や視点を反映すべく、協議会への加入を大田区に要請。今年度から委員加入することとなりました。定例会議に運営委員3名が参加しました。
（１０）大田区日常生活支援総合事業の報酬見直しに関する打合せの実施
　　　令和1年10月の消費税増税にあわせた日常生活支援総合事業の報酬単価見直しについて、大田区高齢福祉課から事前相談を受けて打ち合わせを実施。特定事業所加算相当を含んだ単価引き上げを要望しました。
（１１）他団体との連携

他の連絡会等との連携で、以下のような取り組みが行われました。

1 くらし健康あんしんネットおおた　区民公開講座

令和2年1月18日、池上会館にてくらし健康あんしんネットおおたの区民公開講座が行われました。「人生の最期、何から決めていきますか？」をテーマに、講演会、落語、専門職による大喜利等が行われました。当会からも運営委員が協力・参加を致しました。

2 「住んでヨシ！働いてヨシ！おおた福祉フェス2019」の開催

おおた福祉フェス2019が、令和1年9月29日に大田区産業プラザPIOで開催されました。講演会をはじめ、介護相談、福祉用具展示・体験、高齢者疑似体験、子供向け「キッザケア・こども縁日」、就活ブースなど多数の催しが行われました。当会からも実行委員を中心に、イベント開催に向けた協力、参加をいたしました。
3 大田区介護支援ネットワーク

介護の業界団体が集まって相互の課題を共有したり、新たな社会資源について考える、大田区支援ネットワークの定例会に当会役員が参加しました。
4 おおた介護のお仕事定例就職面接会

大田区介護保険サービス団体連絡会が大田区とハローワーク大森共催で「おおた介護のお仕事定例就職面接会」を開催しました。当連絡会も企画運営等に携わり、平成31年4月から令和2年3月まで、合計10回開催されました。
5 横浜市訪問介護連絡協議会との連携
横浜市訪問介護連絡協議会との情報交換を行っています。令和1年9月に実施された横浜市訪問介護連絡協議会の研修会に当会も招待を受け、運営委員が参加しました。
6 地域包括支援センター平和島ケアマネ勉強会への講師協力
地域包括支援センター平和島が定期的に行っているケアマネ勉強会から当会に講師依頼があり、令和2年2月に当会役員が講師協力しました。
7 大田区介護サービス功労者表彰への協力
大田区が実施している「大田区介護功労者表彰」に大田区訪問介護事業所連絡会から介護サービス功労者を推薦し、受賞となりました。
（１２）広報活動

本連絡会のホームページの作成活動、ならびにFacebookを立ち上げて当連絡会の活動状況や大田区の各連絡会からの情報や介護関連情報の発信を行っております。http://www.ota-kaigo.net
当会運営委員が定期的にブログ更新を行い、こまめな情報提供を心がけています。
３　現在の加入状況

加入事業者数　１０８事業所
以上
